
花田小６年 社会科研究授業 「戦争と人々のくらし」

学習する前の子どもの姿

学校では、総合的な学習の時間や社会科、国語科などの教科の中で、戦争に

関する単元が設定されている。小学校では、特に 6年生が中心となるが、子ど
もたちの身近な学習課題から、調べ学習を進めていく。

例えば、豊橋市立花田小学校 6年の児童（現在羽田中 1年）は、『校区の町
名が昔と変わっているのはなぜだろう』という課題から、学習がスタートした。

達成するための手立て

１「花田小学校区内の町名が、戦後変更になったのは、なぜか」とい

う身近な課題を考えさせ、興味や関心を持たせる。

２ 校区地図に、焼夷弾の被害を受けた場所を色づけする活動を取り

入れて、昔、花田が戦争によって破壊されたことを実感させる。

３ ＤＶＤ「豊橋の戦争」や、ビデオ「火垂るの墓」を見せることで、

視覚に訴えて、戦争中のようすをとらえさせる。

４ 豊橋空襲当時、小学生だった戦争体験者の方々の話を聞くことで、

厳しい生活と悲惨な戦争を生き抜いてきた人々の思いに気づかせ

る。

教師は、「期待する子どもの姿」にするために、次のような手立てを考えた。

学習後に期待する子どもの姿

・ 戦争はゲームの中や遠い国で

の出来事で、リアルに想像でき

ない。

・ 戦争中の被爆の写真を見て

も、その悲惨さをつかめない児

童もいる。

・ 戦争体験者の話を聞いたこと

がない児童が、ほとんどであ

る。

・ 「二度と戦争を起こさないよう

にするために、自分たちができる

ことは何か」や平和の大切さにつ

いて考えるようになる。

・ 人の命の大切さに気づき、人へ

の思いやりの心情が高まる。教
師
の
願
い
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授業で使った参考資料

① 豊橋市戦災復興誌

② 忘却は、否 豊橋空襲

③ 「平和を求めて」展 資料集

④ 母と子でみる 日本の空襲

⑤ 豊橋空襲体験記

⑥ 戦争と子ども

写真・絵画集成

① 戦争と子どもたち①～戦火のなかの日々～

② 戦争と子どもたち④～小さな戦士と言われて～

③ 日本の子どもたち～近現代を生きる～②１５年戦争のなかで

④ 戦争と子どもたち⑥焦土から立ち上がる

⑤ 子どもにつたえる 世界の戦争と平和①あの日を語りつぐ

⑥ 最後の赤紙配達人（写真）

映 像

① 戦争の時代を伝える「豊橋周辺地域の戦争遺跡」

② 戦争の時代を伝える「豊橋の人々の戦争体験」

③ 伊藤真一さん・上田毅八郎さん

インタビュービデオ

④ 火垂るの墓

⑤ 早咲きの花

その他

中央図書館から

借りたパネル等

流川・堀崎・十文字・手棒・南新起 どこの地名だろう？

（５班）

町が新しくなり、覚え

やすいようにかな？

実は、これらの地名は昔の花田校区の地名だよ！ なんで町名が変わったのかな？

中国かな、いや、多分ロシアだよ。沖縄か北海道？ もしかして、昔の地名かな？

（2班）

戦争で亡くなった偉い人

の名前をつけたのでは

昔、花田や豊橋には大量の爆弾や焼い弾が落とされて焼け野原になったんだよ

愛知県か静岡にありそう

もっと花田や豊橋の戦争について調べてみよう！！

（６班）

町と町がつながっ

たから？

（３班）

町と町が合併した

からだよ

（４班）

戦争で破壊された町をもう一

度再生したからだと思います

(1班）

誰かが町名を変えるとい

う制度を作ったから？

(たける）

花田小に軍隊がい学校が焼

けず済んだのはびっくり。大空

襲のきっかけや被害状況につ

いて調べたい！

(石りな）

戦争で花田が！戦争

時代に生きてなくて

よかった。

(ゆめ）

どうして豊橋や花田

の一部だけ爆撃され

たのかな？

(りょうた）

花田の戦争のことを調べ

たい。自分たちの校区が

どのようになったのか知り

たい

(まさや）

花田に爆弾が落ちたなんて

初めて知りました。他には、

どこに落ちたんだろう？

(ゆきこ）

なぜ戦争が起こったんだろ

う。戦争の原因はささいな

ことだったらひどい

(こはる）

戦争は広島や長崎だ

けではなく、花田にも

あったんだ

(あやな)

市役所が爆撃を受けたのは聞

いたことがあるが、花田校区に

も実際にあってびっくりした

(れおな)

人が死んでみんな悲しむな

ぜ戦争をするようになった

のか？どこから戦争が始ま

ったんだろう？
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課題に対する子どもたちの意見


